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【課題の概要】 
気候変動に伴う土壌の水分状態の変化により、土壌の養

分・ミネラルの濃度や化学形態は激しく変化している。 
本研究では、水陸両用のイネを用いて、湛水と畑といった

異なる土壌条件下で働く多様なミネラル輸送体を統合的に同

定し、その機能や制御機構、構造を解明することを目的とし

ている。また、ミネラル変動や有害金属を感知する仕組み、

環境変動に伴い輸送体を切り替えるシグナルなどを明らかに

するほか、イネが進化の中で、環境応答の可塑性を獲得した

過程を解明することを目指す。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究は、土壌のミネラル環境に対するイネの感知機構と

輸送システムの可塑性を解明することを目指し、学術的意義

は高く、地球規模の気候変動に対応できる作物の作出に寄与

することが期待される。土壌のミネラル濃度変化と化学形態

変化に応じたミネラル輸送システムの切替えに焦点を当てて

いることにも独自性がある。 
また、応募者は植物のミネラル輸送の研究で世界を先導し

てきており、その学術的進展と食糧保全への大きな波及効果

が期待される。 

 


